
≪学部消息≫

教 授 会 メ モ

‖月 18日 (水)定例教授会          i2月 16日 (水)定例教授会

理学部 4号館 1320号室              理学部 4号館 1320号室

(D 前回議事録承認               (J 前回議事録承認

12)人 事異動等報告               121 人事異動等報告

(3)会計委員会報告               (3)昭 和57年度文部省内地研究員の受入れについ

(4)そ の他                    て

(4)寄附の受入れについて

(5)人事委員会報告

(61 教務委員会報告

(7)そ の他

次回以降予定 :

昭和57年 1月 20日 (水)午後 1時 30分 より

2月 17日 (水)  同  上

3月 17日 (水)  同  上

昭和 57年度科学研究費補助金公募締切 らる

昭和57年度科学研究費補助金の公募については, おりである。

前号 (昭 5611,13巻 4号)に照会され,こ のほど   なお,交付内定については,本年度と同様,全

締切られ,提出された研究計画調書件数は次のと  種目について5月 下旬頃行われる見込とのこと。
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11月 21日 (土)12時 30分 より,学士会分館にお

いて,理学部恒例の理学部関係名誉教授の先生な

らびに平野総長をお招きしての懇談会が午餐をか

ねて行われた。

会は,最高齢者である辻村太郎先生 (91歳 )を

はじめ,今年の文化功労者になられた森野米三先

生ほか,多数の先生方 と西島学部長および植村 0

田丸元学部長などおよそ40名 の出席を得て終始な

ごやかに盛会であった。

名誉教 授 との懇談会

理学部名誉教授懇談会から

また,黒田教授 (附属分光化学センター長)に

よる「分光化学についてJと題する特別講演も行

われた。|

先生方の御活躍の御報告等はもとより,今年は

全学の懇談会が行ゎれなかったためか,本懇談会

は来年度以降もぜひとも継続 して欲しいとの御要

望がとりわけ印象的であったo

各々,理学はもとよ り本学の更なる発展と健康

と再会を誓い,閉会を惜 しみつつ午後 4時散会したo

さきに,学内広報にも掲載されました恒例の本

学部名誉教授懇談会 (11月 21日 (土)学士会分館)

で,各先生の近況ど報告がありました中に,物理

の山内恭彦先生 (元理学部長)か ら,最近登山を

して作られた俳句のご披露がありました。

ななじゆう く にせんろっぴやく れ―どし―

山内先生これを解説して (御歳)79才 ,(標高 )

2600η ,(飲 んだ沢水の温度)0℃を表わしてお

り,題 して・年寄りの冷水 "と結ばれました。

名誉教授の先生方の益々のど健勝をぉ祈りいた

します。
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●

理学部長と理学部職員組合との交渉は,9月 17

日 (定 例),9月 29日 (臨 時),10月 15日 (定例),

■月26日 (定例)及 び12月 17日 (定 例)に ,理学

部会議室で行われた。出席者は,理学部側から西

島学部長,各評議員 ,田 村事務長を含む数名,組

合償1か ら伊藤委員長 (9,10月 ),福 山委員長 (11,

12月 )以 下10数 名であった。交渉の主な内容は ,

以下のとおりである。

1.定員外職員の定員化について

理学部に勤務している定員外職員 (日 日雇用

職員)の実情が組合債1か ら詳細に説明された。

そ して,特に在職 12年 に達する定員外職員の速

やかな定員化のために,学部長は格別の努力を

して欲しいという要望が組合側から出された。

この要望に関して,学部長と組合の間で精力的

に話 し合いが行われた結果 ,両者は基本的合意

に達することができた。学部長は合意された事

項が実現できるよう責任をもって努力する旨表

明し,組合倶1は 学部長の誠意ある態度を高 く評

価するとともに実現のために一層努力していた

だきたいと述べた。 (9,10月 交渉 )

2.人事院勧告の完全実施について

国家公務員の給与に関する人事院勧告が今年

度は完全実施されないかも知れないという見方

が流布されている現状をふまえて,組合側から

要旨以下のような主張がなされた。「人事院勧

告制度は,国家公務員のス トライキ権剥奪に対

する代償措置として政府が設けたものである。

従 って,人事院勧告の完全実施は政府の義務で

ある。学部長 も完全実施のために努力されたい。

また,平野総長が完全実施のために努力するよ

う,学部長からも申し入れて欲 しい。」

このような組合側の主張について,学部長は

「人事院勧告の完全実施は私も希望 している。」

という見解を表明した。 (9,11月 交渉)

i981年 9～ 12月 学部長と理職との交渉

3.定員外職員の定員並待遇について

定員外職員の定員化が難 しい現状において ,

少 くとも定員並の待遇を保障 してはしい という

組合側の主張に対 して,学部長は,「 定員外職

員が定員並の待遇を受けられることを目標と し

て規則で許 され る範囲で努力する。昨年度行な

った待遇改善の努力 は今年 も続 ける。」と述べた。

4.「教務 に関す るア ンケー ト」について

標記の件につき,飯 田教務委員長から説明が

あった。組合側からの質問にこたえて ,飯 田委

員長は個人の資格と しての発言であることを前

置 したうえで,「 アンケー トにもられている項

目について,ひ ろく行政職員からの積極的な意

見 も歓迎する」 と述べた。 (12月 交渉 )

5.そ  の 他

上記の事項以外 に,定員削減 ,定年制 ,特昇 ,

教務職員問題等について幅広 く意見が交換 され

た。

なお, 1号館 中庭の運動 コー トについては ,

7月 の学部長交渉の結果 (「理学部広報」第 13

巻 3号 )に もとづき改修がほどこされ ,秋の 日

差 しの もとでバ レーボール大会 が開催 され た。

10
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外国人 客員研 究員報告

所属 受入れ教官 国籍   氏    名

生化 酒 井 教 授 アメリカ Melanie M Pratt

地物 岸 保 教 授 イ ン ド AK.Sё n Sarma

数学 落合助教授 アメリカ Robert Greene

化学 田 丸 教 授 中華人民 彰 少 泡
共和国

地理 /]ヽ 堀助教授 イタリア V.Langella

化学 近藤助教授 アメリカ Andrew」 .Yencha

数学 伊 藤 教 授 アメリカ Hans F.Weinberger

物理 西 島 教 授 ソビエ ト A.N.Tavkhelidze

物理 西 島 教 授
奥薪合

民
余 揚 政

現     職

ハーバー ド医学大学
研究員

インド気象台

カルフ ォルニア大学
教授

中国科学院煤炭化学
研究所研究員

ナポ リ東洋大学教授

ニューヨーク州立大
学準教授

ミネソタ大学教授

モスクヮ国立大学教
授
原子核研究所所長

履門大学講師

研究期間

57  1 15
t

57. 7 15

56. 10.  1
セ

57. 3 31

57  8 15
t

571 10. 15

56 11.24
t

56 12  2

56. 11 15
t

56 11 29

56. 12.  1
:

57.  1 15

56  6.  5
セ

57  7 15

57. 2_  1
ぞ

57  3 31

56. 12_

と
57. 3.

備   考

生物科学 。国 0

国際交流基金

日本学術振興会
インド科学アカ
デ ミーとの科学
者交流事業

日本学術振興会
短期研究員

日本学術振興会
中国科学院との
科学者交流事業

日本学術振興会
イタリア学術研
究会議との科学
者交流事業

日米科学協力事
業

日本学術振興会

文部省外国人研
究員

中国政府派遣研
究員

毎 月 1日 は

「省エネルギー」

の 日 で す。
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人 諄 異 動 報 告
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海 外 渡 航 者

(1'

渡航先国

フ フ ン ス

アメ リカ合衆国

月)

渡航期間

11. 3～ 11 27

11  8-11.25

渡 航 目 的

葉層構造論に関する研究連絡の
ため

パターン分析と画像データベー
ス管理のためのコンピェータア
ーキテクチャワークショップ並
びにコンピュータソフ トウェア
と応用第 5回 国際会議出席及び
情報科学に関する研究連絡のた
め

マイクロコンピュータの関連技
術に関する日中技術交流のため

日米科学技術協力事業「組換え
DNA」 にかかわる日米合同ワ
ークショップ「真核細胞へのD
NAの移入」出席のため

植物生理学に関する調査研究の
ため

国際協同実験―電子・陽電子衝
突実験及びシャワーカウンター
のテス トのため

放射線生物学に関する調査研究
のため

応用解析の研究実施のため

1982年 プラズマ分光学冬期会
議 出席及び無機分析化学 に関す
る研究調査のため

国際原子力機関 (IAEA)IN―
a)Rワ ークシ ョップ出席のため

「発癌性試験 における小型魚類
利用」に関するシンポジウム出
席及び放射線生物学の研究連絡
のため

第 5回応用科学 と工学における

諜暴驚疑屏茫畠早管拿繋菫霧発
ため

日米科学協カセミナー「低次元
多様体の位相幾何学セミナー」
本会議及び低次元 トポロジー研
究集会出席のため

所属  官職

数 学 教 授
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中華人民共和国

アメ リカ合衆国

11. 28～ 12_  6

11 7～ 11 15

植 物 教 授

素粒子 助教授

化 学 助教授 原 口 紘 蒸

中華人民共和国

スイス,ド イツ
連邦共和国

エ ジ プ  ト

中華人民共和国

(i2

アメ リカ合衆国

オ ー ス ト リア

アメ リカ合衆国

11. 5～ 11 21

11.3～ 1124

11.28-12.  8

11 25-12 16

月 )

12 26～
57  1 13

12.  5-12 20

12_ 4-12 15

数 学 助 手 鈴 木  貴 フランス,連合
王国

アメ リカ合衆国

12 12-12 29

12 28-
57  1  8

数 学 助教授 松 本 幸 夫
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昭和 56年 4月 13日 付理学博士の学位授与者 (2名 )

専門課程       氏   名            論  文  題  目

学位規則第 3条     長 井 嗣 信    静止衛星高度における礎気圏嵐の特性
第 3項該当

同        田 中 秀 文     日本の火山岩と土器による過去 3万年間の地球磁
場強度の研究

昭和56年 5月 ‖ 日付理学博士の学位授与者 (8名 )

生 物 化 学     高 市 具 一
     首躙 }5具)警言者詈髯i扮

クテ リオクロロフィルの1変動

地  質  学     高 橋 正 樹     大崩山珪長質火成複合岩体の地質学的研究

学位規則第 3条      樫  田 昭 次     ヤーン・ テラ
医製昼[藉曇喜

誘起 されたK2PbCu
第 3項該当                   (N02)6の 逐

藤 井 良 一     沿磁力線電流の特性 と発生機構

江 島 洋 介    紫外線照射精子によるウニ胚の発生異常の研究

中 島   弘    新 17 GH z太陽電波干渉計の開発と,上昇運動を
伴うリムバース トの観測

西 川 青 季    射影葉層構造の留数と特性類

占 森 雄 =    超ウカシュヴイッツ命題論理

昭和56年 6月 8日付理学博士の学位授与者 (4名 )

生 物 化 学     三 隅 昌 朗     抗生物質バ イ
多7多κ 了長k吏こ こごκ8復羅惜序よ りみたペフ

て)い 1こ

同
　
同
　
同

同

　

同
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専門課程

学位規則第 3条
第 3項該当

同

同

理

同

学位規則等 3条
第 3項該当

同

同

同

同

昭和 56年

酒 井

佐 藤

田 中

井 戸

鈴 木

新 井

正 木

石 川

庄 司

氏 論 文 題 目

CeHxの電子構造と電子格子相互作用

発光分析用光源としての誘導結合プラズマの評価

テ トラヒメナピリホルミス繊毛ダイニンアデノシ
ン3リ ン酸分解酵素の学的諸性質に関する研究

7月 13日 付理学博士の学位授与者 (9名 )

圧力下に於ける液体
3Heの

比熱に関する研究

アナベナ・ バ リアビリスにおける脂質の合成とそ
の温度による制御

植物におけるリン脂質交換タンパク質の研究

ニワ トリα―フェトプロテインに関する生化学的
研究

燈徴
型方程式 ut tt Aに )u=0の全離散有限要素

進行波型線型加速器における非同調効果

高温プラズマ中での輻射輸送

四塩化チタンを利用する新しい有機合成反応の研
究

l脊菫I隆IT勤き::腸Ъ苧

曹毅i31ク擬翫層著垂重1罪若膚ぞ式に対応す

入射運動量 106,1.28, 1.39お よび 1 49GeV/C

でのK古 →K8反応における偏極度測定実験

磁気圏尾におけるプラズマ波動不安定と異常電気
抵抗

ヒトヨタケにおける子実体形成制御に関与する,

グルコース代謝を中心とする生化学的経路の研究

θ%子

レーザーによるCH3 Fの 振動励起と緩和の

韓半島南部の海成段丘 とその変泣

亀季瞥緋胃袋轟農欝|ヒ畠蓼暑訴菱
る低エネルギー
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昭和56年 9月 28日 付理学博士の学位授与者 (7名 )

学
　
　
学理

数

　

物

松 田 潔 夫

中 島 一 久

理
　
　
　
　
　
化
　
　
第
当

勘　　物　　脚　　脚臨　同

理
　
　
植
　
　
相
　
　
学
第

学

学

学

条

彦

博

昭

換

道

田 中 基

丹生谷

中 根 英

呉  建

並 河 一
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1帥 50件 la月 lo店中 学博士1餡 唾  (1‐名》

1奪鴫 耀

翻優鱚:条

曜利田年9寿 30目 付

物 理 学

化  学

同

氏   名

島 崎 幸 雄

‐  論

Б感纏靡

丈 選  貿

ロムぬ聘 :および晴反応|

大学臨¨ 者氏名 (理学榊 )

量 永 正 襲

李    旭

自 鱗  攀

.   =         .編  集 後 記

酢 明けましておもでと,う ございま―すo本年もようしくお醸い致し議す。

節号は撻薦 4号です。職 びして証工し聾すd ←つ
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